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抄録：介護福祉士養成課程における教育の実態と課題を明らかにするため、学生の「社会人基礎力」及び「人間性、
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1 ）短期大学部社会福祉学科 2 ）人間福祉学部人間福祉学科 3 ）中部学院大学キャリア支援センター













































もらい、優先順位 1 ～ 5 を記してもらった。優先順位 1
には 5 ポイント、優先順位 2 には 4 ポイント、優先順位
3 には 3 ポイント、優先順位 4 には 2 ポイント、優先順





























































は 1 年課程 3 名(4.1％)、 2 年課程56名(76.7％)、 3 年





































































































































































































































































５）適応力の低下 10 ( 7.9)
・実習等にスムーズに入れない ・自分中心に考え自分を振り返ることができない人が多くなっている
・体調管理の不十分 ・年々、メンタル的に弱い学生や指導が届かない学生が増えている
６）精神障がい・発達障がいのある学生の増加 7 ( 5.5)
・精神に障害を持った学生が増加 ・発達障害をもつ学生が増えている ・ADHD等の障害が疑わしいが進路をあきらめない


















４）指導体制の不十分さと指導力不足 8 ( 6.3)
・社会的マナーや常識について教員が学生に指導する時間があまり取れない ・学生の個別対応、指導のむずかしさ ・親との連携のむずかしさ

























































































４）定員不足を背景とした資質のない学生の入学及び共同学習の困難さへの対処 2 ( 1.6)
（８）介護福祉士養成教育についての保護者に対する説明と同意 2
・保護者の方に十分学校の事を説明し理解を深めて入学をしていただいている





































































































２）FD（Faculty Development：教授団の資質改善・開発）の実施 12 ( 7.4)
・大学の FD研修に全教員が参加し授業方法や発達障害児への関わり等をグループワーク等で学んでいる
・介護教員に限定していないが学校で教育に関するFD研修が定期的に開催されている
３）学内・法人内研修会の開催 11 ( 7.1)
・定期的に教員研修があり、他学科（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科）の教員と交流を図りながら教員のスキルアップに努めている
・法人として年に１回以上研修会を開き様々な学生に対応できるような研修を開いている











６)学生による授業評価の実施 6 ( 3.9)
・前期、後期毎に学生の授業アンケート実施および公開
７）教員による自己点検活動の実施 5 ( 3.2)
・教員による授業評価の実施
・相互授業参観による評価や学生の授業評価及び試験成績をふまえ学期毎に授業評価報告書を提出し、次期の授業に反映するようにしている
８）具体的なシラバスの作成 2 ( 1.3)
・年間授業計画と時間別授業計画の作成と共有
・授業の内容だけでなく到達目標や予習と復習、成績評価の方法などを具体的に記したシラバスの作成と公開
９）教員の地域実践活動への参加 2 ( 1.3)
・学校教育以外に専攻として地域連携活動に取り組み、住民への関わりや町づくり活動を通して教員の実践力を高めている
・教鞭をとるだけでなく介護現場での実践活動を継続的に実施している






２）専門性強化のための修学・資格取得及び地域活動 8 ( 5.2)
・地域のボランティア活動への参加 ・通信教育で認知症やレクリエーション関連の資格を取得 ・専門領域での大学・大学院での学習
３）職能団体や研究会の運営および加入 8 ( 5.2)
・職能団体の運営 ・各専門科目や分野でNPOと協力し研鑽している




５）専門誌・関連書籍の定期購読等による文献学習 5 ( 3.2)
・書物による自己学習 ・社会の変化をとらえる様、新聞、雑誌、インターネットなどに目を通す
６）個人的ネットワークでの情報交換 5 ( 3.2)
・大学（大学・修士課程時の恩師、仲間等も含む）及び他養成校に属する教職員との情報交換
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